
理容所、美容所の開設手続について

１ 開設の流れ

事前相談
●法令等で定められた施設の構造設備等が基準に合致しているか確認します。
●計画の段階で、施設の平面図（内法の寸法や設備の配置がわかるもの）を持
参し、ご相談ください。

開設届
の提出

施設の
検査

後述する開設にあたっての必要な書類を提出してください。

●施設完成後、保健所職員による検査により基準に合致しているか確認します。
●施設が完成していない・設備が整っていない場合は再検査となり、開設でき
ない場合があるので注意してください。

確認
開設

●基準に適合していることが確認できた場合、検査確認証を交付します。
●検査確認証は、利用者の見やすい場所に掲示してください。
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２ 開設にあたって必要な書類
必要な書類 注意点

①開設届
（施設台帳及び
従業者名簿を含む。）

保健所にて配布、市ＨＰよりダウンロードできます。
市ＨＰにて、「理容所開設届」もしくは「美容所開設届」と検索して
ください。

②施設の平面図
付近の見取り図

施設の平面図（内法寸法が入ったもの）、付近の見取り図（地図）を
添付、もしくは①開設届に記入してください。

③理(美)容師の免許証
全員分の免許証の提示が必要です。
原本又は申請者が原本証明した写しをご用意ください。

④診断書

理(美)容師の方について、結核・伝染性皮膚疾患の有無、医師の記名
があるもの、発行から１年以内のものが有効です。
診断書のひな型は市ＨＰからダウンロードできます。
（ダウンロード方法は①参照）

⑤管理理(美)容師の
資格を有する書類

理(美)容師の従業員が2名以上の場合、管理理(美)容師が必要です。
申請者が原本証明した写しをご用意ください。

⑥検査手数料 ￥17,000（現金）

⑦開設者が外国人の場合
住民票の写し

開設者が外国人の場合、住民票の写し（住民基本台帳法第30条の45に
規定する国籍等を記載したもの。）が必要です。
なお、マイナンバーの記載のないものをご用意ください。



３ 施設設備の基準
下記の説明をよく読み、施設を計画してください。基準に合わない場合、開設できない場合があります。
図面が出来上がり、着工する前に、図面を持って事前相談にお越しください。
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【換気設備】
所内の炭酸ガスが0.5％
以下に保持できる構造
である必要があります。

【毛髪箱】【ごみ箱】
それぞれ、蓋つきのものを
用意してください。

【流水式手洗い設備】
排水が完全に行われる器具
洗浄や手洗いができる流水
式の洗い場を１つ以上設け
る必要があります。

【器具消毒設備】
皮膚に接する器具を消毒す
る設備を設ける必要があり
ます。

【布片・器具等保管場所】
皮膚に接する器具を消毒す
る設備を設ける必要があり
ます。

【洗髪設備】
排水が完全に行われる洗髪
設備を設置してください。
※まつ毛エクステ専門店の
場合は省略可能。

【清掃がしやすい床面・腰板】
床面及び腰板は、コンクリート、
タイル、板等の不浸透性材料と
してください。

【照明】
作業面の照度が100Lux以上
に保持できる構造である必
要があります。

【待合所】
待合所の床面積は作業所
面積の1/8以上必要です。
事故防止や刈毛飛散防止
のため、パーテーション
等（不浸透性材料で腰位
の高さで床に接着してい
るもの。格子状は不
可。）で作業所と区分し
てください。

【外部との区分】
一般の住居の部分、他の営
業用に供する部分、共通の
通路部分等との区分であり、
天井までの隔壁を設けてく
ださい。
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【ごみ箱】
蓋つきのものを用意してく
ださい。

【作業場の床面積】
作業いす２脚までは13㎡以上必要です。（待合所、トイレ等は作業所面積に含みません。）
２脚を超える場合は、
（理容所）＋４㎡以上／１脚あたり （美容所）＋３㎡以上／１脚あたり
例）３脚の場合
（理容所）13㎡＋４㎡＝17㎡ （美容所）13㎡＋３㎡＝16㎡
※洗髪、ドライヤー等の目的のためのいすは床面積の算定の対象としません。

【バックヤード】
バックヤードを作業所に入れな
い場合、壁、扉で完全に区分で
きる必要があります


